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です。このことを踏まえると「差し歯

の治療」とは歯科医と患者の二人が一

緒に向かい合って治療を行い、完成し

た歯を差し入れる、ということになり

ます。私の勝手な考えかもしれません

が、すばらしい言葉なのです。 

皆さんはイメージで、「さし歯」と

は歯を刺すのではないか？とか、動作

のことを考え怖いイメージを持たれ

て拒絶される傾向にありますが、よく

意味を考えてみると歯科医と協力し

合う治療とも考えられます。 

確かに歯の治療とは怖いものです。

歯科医院を訪れると歯を削る音、歯の

神経に触るようなあの痛さ。歯科医の

私も嫌いです。 

そこで、先ほど紹介した「差し歯の

治療」は歯科学の分野では歯科補綴学

（しかほてつがく）に分類されます。

聴きなれない言葉です。補綴（ほてつ）

これには補い、綴る（つづる）、例え

ばほつれて破れてしまったところを

縫い直す、本の文章の不足を補い良く

する、などの意味があります。このよ

うに歯科補綴学には繊細で文学的な

意味があるのです。 

どうしてもイメージは、ドリルで穴

を掘ってそこに歯を立てるとういう

想像が先行しますが、歯科の治療とは

実は繊細で色々なところに気配りを

行う治療なのです。これで、皆さんが

少しでも歯医者さんに足が向くよう

になっていただけたら幸いです。 

口は、体の入り口で食べられる喜び、

これは当たり前のことのようですがと

ても大切なことです。健康を保つために

様々なことが口の中でも言われていま

す。難しい内容が多いものです。そこで

今回は、もっと身近に感じる歯科の不思

議、疑問について考えてみましょう。 

さて、誰もが経験のある「むし歯の治

療」。むし歯を削り元の状態に戻してい

くわけですが、いろいろな治療がある中

で、世間では「さし歯」といわれる歯の

治療があります。私の外来でも大きなむ

し歯や、歯が欠けたり折れてしまったり

しているが、歯の根はしっかりまだ使え

る場合には、根の中の神経の治療を行

い、歯型をつくり、まず根の上にコアと

言われる土台を装着し、もう一度歯型を

作り、技工師に歯を作ってもらい、すで

に装着してある口の中のコアを全部覆

いかぶせるように、完成した歯を装着し

ます。 

簡単に説明しているのですが、これが

よく皆さんが言われている「さし歯」の

ようです。でもいかがですか、このよう

な治療で「さして」いるでしょうか？ 

そもそも「差し歯」「さし歯」「刺し歯」

「挿し歯」なのかよくわかりませんね。

そこで調べてみると、一般的には「差し

歯」のようです。 

ここで日本語の難しさを感じます。

「差す」とは二人で一緒に仕事をした

り、また向かい合って何かをする状態。

さしむかい。「さしで話したいことがあ

る」「さしで勝負だ」など 

の意味があり、また激励の 

ためなどに送る「さし入れ」 

もこの「差し」を使うよう 

多摩市立大松台小学校では、毎年１１

月中旬から１２月中旬までの一ヶ月間、

縄跳び月間があります。これは体力の向

上を目指し、全校児童が体育の時間や休

み時間に短縄や長縄に取り組むもので

す。その最終日に全校で行われるのが長

縄大会です。今年度も昨年１２月１２

日、素晴らしい晴天の下、全クラスが自

分たちの目標に向かって挑戦しました。 

この日のために、クラスによっては休

み時間も返上して練習に取り組みます。

本番も間近になると、校庭には縄を回す

子供の「ハイ！ハイ！」というかけ声や、

「１！２！３！・・・！」と回数を数え

る声があふれます。長縄大会は、５分間

の間に跳んだ回数を記録します。全部で

三回戦あり、一度でも目標を達成するこ

とができたクラスが大会の最後に発表

されます。 

縄の回し手は、一年生が担任と補助教

員、二年生が担任と代表児童、三年生か

らは回し手も児童が務めます。初めは回

し手との息が合わず、まったく回数が伸

びなかったり、連続跳びができない子供

がいたりするのですが、何度も担任の指

導を受けたり、たくさん練習したりする

中で子供たちはどんどん上達していき

ました。 

いよいよ大会当日です。この日はたく

さんの保護者の方々も参観に来てくだ

さいました。まず体育委員長の子供が

「始め」の言葉をかけ、校長先生のお話

を聞いた後、クラスごとに分かれて準備

運動や慣らし練習を行います。そしてつ

いに、全クラス一斉にスタート！ どの

クラスからも元気よくかけ声があがり

ます。 

 たくさんの方に見られているという

緊張と目標に対するプレッシャーの

中、アッという間に一回目が終わりま

す。見事に目標を達成したクラスから

は歓声があがります。続いて二回目、

三回目と熱い挑戦が続き、結果発表を

迎えます。自分たちのクラスが呼ばれ

るたびに喜びの声をあげる子供たち。

本当に嬉しそうでした。 

しかし、中には目標に達成すること

ができず、悔し涙を浮かべていたクラ

スもありました。このクラスは昨年、

素晴らしい記録を出し、さらに高い目

標を決めて、一ヶ月間、休み時間も全

て練習に取り組んでいたそうです。そ

れでも後で話を聞くと、「来年は必ず

目標を越えます！」とほとんどの子供

が、すでに次回への意欲を燃やしてい

ました。 

この大会は、成功することが次への

やる気につながるという大切なこと

と、悔し涙を流してしまうくらい、何

かに真剣に取り組むことの大切さの二

つを教えてくれると感じます。どちら

も子供の成長に大きく貢献してくれる

と信じて、また来年も学校全体の大切

な行事として、子供たちと共に教員一

丸となって取り組んでいきます。 

 

 

 

全力で挑戦することの素晴らしさ 

～長縄大会～ 

 
渡邉 健人 

「さし歯」ってなんだろう？ 

初野 有人 

 

   

地域医療講座シリーズ (第 4回) 

◆ ３月２９日(土)  開場 13:30 開演 14:00  

 

■三笑亭 可龍 プロフィール 

1978 年 8 月東京都府中市出身 

1996 年 12 月九代目三笑亭可楽に入門 

1997 年 4 月可壽男（かずお）で前座 

2001 年 4 月二ツ目昇進 三代目可龍となる 

2010 年 5 月真打昇進 

可楽師匠譲りの確かな古典の味わ

いは、若手では特筆ものです。 

昨年、満員の聴衆を沸かせた真打 三笑亭可龍 再び登場！ 

  

筆者紹介：渡邉 健人(わたなべ たけと) 

多摩市立大松台小学校 体育担当部教諭  

楽器･楽譜ショールーム ＆ ヤマハ音楽教室 

ココリア多摩センター４Ｆ（多摩センター三越上） 

TEL.042-375-5311 営業時間 10:30～21:00 

http://www.suganami.com/tama/ 

 

筆者紹介：初野 有人(はつの くにと) 

はつの歯科医院 院長 

 

会場： ２階ホール   入場料 \500  

出演： 三笑亭 可龍 

演目： 当日のお楽しみ！  

主催： 落語会特別委員会 

からきだ  
菖蒲館  
落語会  

 


